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はじめに
世界的に、COVID-19によるパンデミック（コロナ禍）が医療に与えた影響は甚大であり、COVID-19
感染症以外の疾患の診療においても多岐に渡って大きな影響が報告された1-3。我が国でも、特に
コロナ禍の初期には受診控えや予定手術の延期などを含めた大きな影響があったが、その詳細な
実態は明らかではなかった。
本研究では、データベースを用いて、コロナ禍初期の一般診療に対する影響を俯瞰的に評価した。

方法
・DPCデータおよびレセプトデータを含むMedical Data Vision社のデータベースを用いた。
・匿名化された26の病院を2017年1月～2020年11月の間に受診した患者785,495名を対象とした。

・月別の件数（退院件数、処置件数、処方件数など）をコロナ禍前の同時期と比較した。
・入院については、退院件数を集計し、病名はDPC病名の「医療資源を最も投入した傷病名」を用い
た。

結果
・新型コロナウイルス感染症の退院件数は、日本のCOVID-19陽性者数と相関しており、日本の状
況を反映している可能性が高いと考えられた（図1) 

・退院件数は、全体では2020年5月に前年比で最も減少しており、特に小児科で著しく減少していた
（図2)
・外来受診件数は、全体では2020年5月に最も減少しており、小児科が最も減少していた（図3)
・診療科別の入院内訳では、小児科はもともと呼吸器疾患の比率が高く、コロナ禍以降著減してお
り、内科でも呼吸器疾患の減少が目立った。循環器疾患、消化器疾患は一過性に減少しその後回
復、悪性新生物は著変なかった（図4)
・内視鏡件数、外来リハビリ件数は著減していたが、外来化学療法、維持透析、入院リハビリは著
変無かった（図5)
・外来処方件数は2020年5月に減少しており、糖尿病治療薬、精神疾患治療薬、呼吸器疾患治療
薬では2020年4月に処方日数が延長していた。抗悪性腫瘍薬の処方日数は変わらなかった（図6)

本研究は、令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業「新型コロナウイルス感染症に対応した新
しい生活様式による生活習慣の変化およびその健康影響の解明に向けた研究―生活習慣病の発症および
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図1. 新型コロナウイルス感染症の病名が付与された退院件数
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図2 診療科別退院件数
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図3. 診療科別外来受診件数
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図4. 診療科別の入院内訳 （2017-2020年）
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図5. 内視鏡、リハビリ、外来化学療法、維持透析の件数

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

外来処方（経口）の処方日数（2020年）

抗悪性腫瘍薬

処
方
日
数

糖尿病治療薬

処
方
日
数

精神疾患治療薬

気道閉塞性疾患治療薬

* *

*n.s.

外来処方件数

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

-70%

-60%

-50%

-40%

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

C
O

V
ID

1
9
感
染
者
数
（
人
）

変
化
率
（
%
)

2020年 vs 2019年

COVID19感染者数 全処方
糖尿病治療薬 抗悪性腫瘍薬
精神抑制薬 気道閉塞性疾患治療薬
鎮咳薬・感冒薬

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1回に3剤処方
月に2回受診した場合
月に6件とカウント

図6. 外来処方件数と日数

まとめ
✓呼吸器疾患入院が著減した。COVID-19飛沫感染対策によると考えられる。
✓海外では既に診断されたがんの治療などにも遅れが生じていることが報告されていたが、本研究
では、既に診断されていたがんの治療、透析、緊急に治療を要する疾患については治療は遅滞なく
行われていた可能性が高いことが示唆された。
✓しかし、内視鏡をはじめとする検査は大幅に減少しており、診断の遅れによる長期的な影響が懸
念される。
✓また、外来リハビリも大幅に減少しており、フレイルの進行などの影響が懸念される。
✓今後、第5波や第6波の影響についても評価していく予定である。
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